
１ 研究のねらい
平成２６年度から３年間，千葉県教育委員会

から学校体育の研究指定を受け，学習指導要領
のねらいの達成と今日的教育課題の解決に向け
た研究をすすめ，平成２８年度からは授業づく
りをするためのキーワードを「つなぐ」として，
実践を重ねながら研究を進めた。

２ 研究仮説および仮説に対する取組
（１）＜仮説１＞「わかる」「できる」運動の場

を確保すれば，意欲的に運動する子が育つだ
ろう

①「できる」ようになるためには，体の動かし
方を理解していくことが必要である，そこで
「わかる」場面を設け，教師が教えることと
子どもに考えさせることを区別する。

②授業場面では，「わかる」と「できる」のつ
ながりを考えながら，「どのように動きを理
解させていくのか」「どのようにできるまで
の過程を踏んでいくのか」を可視化した授業
実践を行う。

（２）＜仮説２＞学び合える学習環境を作れば，
運動を楽しみ，共に伸び合う子が育つだろう

①単元の目標を個人の目標から「クラス全員が
できるようにしよう」と視点を変える。それ
により，子どもは動きや技を習得するための
方法を考え伝え合っていき，学びの場が生ま
れる。

②「学び合い」を深めるために，まず，子ども
と教師が対話をしながら授業をつくり「やり
とり」の仕方を示す。
☆発問，復唱
（子どもが発言したことばを大切にする）
☆聞き返し
（子どもが発言したことをより具体的にする）
☆受容，整理
（「動きのヒント」を確認する）
③「やりとり」の仕方をモデルにすることによ
り，子どもは自然に「学び合い」をするよう
になる。
☆「動きのイメージ」が伝わる言葉を考える
☆より動きが伝わる具体的な言葉を，友だち
の補助をしながら探る

３ 研究実践
（１）研究の方向性
①研究の第１ステップ『児童選択型』（H25,26)

能力差への対応を中心とした「つまずきを
克服する授業のあり方」について研究を深め
た。子どもに少しずつ力がついてきていると
感じられるものの，基本的な動きを十分に経
験したとは言い難く，様々なつまずきへの対
応は困難であった。

②研究の第２ステップ『教師主導型』（H27）
「習得をめざす授業のあり方」について研

究を進め，「能力差をつくらない授業」つま
り「つまずきをつくらない授業」をめざした。
＜第２ステップの３つの重点＞
・日常の授業の充実
・低学年の授業の充実
・中高学年に基本的な動きを身に付ける時
間を設定

研究主題
意欲的に運動し，共に伸び合う子の育成

～「つなぐ」を意識した授業づくり～

③研究の第３ステップ『児童発見型』（H28）
高学年になると能力差が目立つ。運動が比較

的得意な子どもは，高学年になるまでに基本的
な動きや技を獲得している。運動が比較的苦手
な子どもは運動経験が少ないままである。基本
的な動きを十分に身に付けさせていき，どの子
どもにも生涯スポーツを楽しめるような体づく
りをするための課題は，教師の授業づくりにあ
ると考えた。取組を進める中で，技の系統とは
違う学びとなる『内容的なつながり』が浅いこ
とがわかり，『動きの見直し』『言葉がけの見
直し』『子どものお手伝いの仕方の見直し』を
していくことが効果的であると考えた。

（２）実践から見出した授業づくりの視点の整理
運動の途中で見られるつまずきの原因は，こ

れまでに経験しておかなければならなかった動
きが十分に身に付いていなかったことにある。
動きづくりは，子どもが体の動かし方を知り，
身に付けるための時間であり，身に付けた体の
動かし方が基本的な動きとなって定着すると次
の動きが容易に習得できる。つまり，単元の動
きを習得するために必要な基本的な体の動かし
方を身に付けるには時間がかかるため，単元に
取り組むよりも前から取り組む必要があること
が子どもの動きから読み取ることが出来た。

（３）授業づくりの視点に基づく授業の『しかけ』
①動きづくり ②教材づくり ③口伴奏
④お手伝い ⑤教師の声かけ ⑥動きのイメージ
⑦関連図 ⑧動きのヒント ⑨やりとり ⑩目線

（４）子どもたちの学びに見られた変化
「クラス全員が○○をできるようにしよう」と
いう目標にしたことにより見られた変化
①友だちの動きをよく見るようになった
②動きを言葉で伝えるようになった
③友だちが出来るようになる方法を考えるよう
になった

④誰もが補助をするようになった
⑤伝え方が具体的になった
⑥優しい声かけが増えた
⑦笑顔が増え，拍手がわくようになった
⑧みんなが出来るようになった

４ 研究成果と問題点
運動の内容を関連させながら基本的な動きを

積み重ねていくと，思ったように動ける体にな
り，新しい動きにも誰もが自信をもって取り組
むことができる。基本的な動きを身に付けるた
めには時間がかかるため，単元に取り組む前に
十分に身に付けさせておく必要がある。「クラ
スみんなができること」を子どもの目標とする
ことにより，動きを経験させるための方法を考
え，伝え合う姿が生まれ，子どもが自然に学び
合っていくことがわかった。その中で，動きの
ポイントの理解をする際の子どもと教師の「や
りとり」の発話内容については，さらに今後明
確にしていく必要がある。

５ 今後の課題
研究を継続していくこと。特に今まで取り上

げていない単元の教材化を行うこと。また，そ
れらを指導資料や年間計画等にまとめること。
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